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平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算

は
、
４
２
７
億
８
千
万
円
と
過
去
最

大
に
な
り
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
て
8.9
％
増
加
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
の
う
ち
法
人
市
民

税
が
、
税
制
改
正
に
よ
り
平
成
27
年

４
月
以
降
の
開
始
事
業
年
度
分
か
ら

法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ
が
行
わ

れ
た
た
め
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
個
人
市
民
税
は
所
得
環
境
な

ど
が
改
善
し
た
こ
と
、
固
定
資
産
税

は
新
増
築
家
屋
が
増
加
し
た
こ
と
、

軽
自
動
車
税
は
税
制
改
正
に
よ
り
税

率
が
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
で
そ
れ
ぞ

れ
増
収
と
な
り
、
市
税
総
額
で
は
前

年
度
当
初
予
算
よ
り
微
増
し
ま
し
た
。

市
債
の
発
行
は
、
大
型
の
投
資
的

事
業
が
集
中
し
た
こ
と
で
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
判
断
基
準
と
な

る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
健
全
性
が

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
多
額
の
市
債

の
発
行
は
後
年
度
の
実
質
公
債
費
比

率
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
る
た
め
、

事
業
の
緊
急
性
、
投
資
効
果
と
後
年

度
負
担
を
検
証
し
な
が
ら
総
合
的
に

判
断
し
ま
し
た
。

一
方
、
歳
出
で
は
「
彦
根
市
総
合

計
画
基
本
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、

「
強
い
彦
根
」
を
創
る
た
め
に
、「
温

も
り
あ
る
福
祉
政
策
」、「
人
間
性
を

育
む
教
育
政
策
」、「
住
め
る
ま
ち
・

働
け
る
ま
ち
へ
の
産
業
経
済
政
策
」

の
３
本
柱
を
重
点
に
予
算
編
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

主
要
な
事
業
と
し
て
、
福
祉
政
策

で
は
平
田
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園

と
す
る
改
築
工
事
を
行
い
、
教
育
政

策
で
は
市
内
６
小
学
校
に
空
調
設
備

を
設
置
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
３

年
間
で
全
小
学
校
に
空
調
設
備
を
設

置
し
ま
す
。
産
業
経
済
政
策
で
は
、

地
域
経
済
対
策
と
定
住
人
口
の
増
加

を
目
的
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

「
住
も
う
よ
！
ひ
こ
ね
」
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

本
庁
舎
耐
震
化
整
備
工
事
の
た
め
の

増
築
棟
の
実
施
設
計
や
、
消
防
指
令

施
設
の
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
分
野
ご
と
に

新
規
・
主
要
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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創
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た
め
に
　

「
強
い
彦
根
」

予算総額 ８７２億２，４９４万9千円 （前年度に比べて　6.0％増加）

 一般会計　　 ４２７億 8，０００万　　円    （前年度に比べて　8.9％増加）

 特別会計　　 ２７７億 8，９６８万９千円　 （前年度に比べて　2.6％増加）

 企業会計　　 １６６億 5，５２６万　　円　 （前年度に比べて   4.8％増加）

企業会計の内訳

特別会計の内訳

会　計　名
国民健康保険事業
下 水 道 事 業
休日急病診療所事業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

会　計　名
病 院 事 業
水 道 事 業

対前年度比
＋3.２％
＋4.２％
＋4.２％
＋5.４％
＋0.５％
＋1.７％

対前年度比
＋５.５％
＋２.０％

予　算　額
１２0億７，７８５万　   円
６４億４，８５５万９千円

４，２４８万９千円
２億９，２４２万１千円
７８億２，０３９万３千円
１１億　 ７９７万７千円

予　算　額
１３４億2，９４７万８千円
３２億２，５７８万２千円

彦
根
市
の
平
成
28
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
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強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ 12111112

彦
根
市
長　

大
久
保　
貴

６億２８１万５千円
５億２，０５９万９千円

４億８，３６５万２千円
４億３２万７千円

２億４３２万１千円

１億７，９６１万６千円

３，６５５万円

１，７００万２千円

ごみ焼却場一般管理事業
都市計画道路整備事業
ＪＲ稲枝駅舎改築整備および周辺整備事業

道路新設改良事業　
一般財団法人彦根市事業公社運営等交付金事業

同公社に対し､ し尿収集､ ごみ収集等業務および法
人運営に要する経費を支出します。また、新しいごみ
袋の導入により、大きな指定ごみ袋（40ℓ）の製造販
売を行います。

彦根駅東土地区画整理事業

緑地環境事業　
未整備となっている河瀬公園や新規に都市計画決定

した京町公園の整備を行います。
土地利用計画業務

市民憲章２　歴史と伝統を生かし、文化の香り高いまちをつくります　【文化・文化財の分野】

市民憲章１　郷土を愛し、水と緑の美しいまちをつくります　【都市基盤・環境の分野】

特別史跡「彦根城跡」公有地化推進事業

中央町・錦町に残る彦根城外堀土塁遺構が特別史跡
「彦根城跡」に追加指定されたことを受けて、適切な
維持・管理を行うために所有者から土地を買い取り市
有地とします。

市指定文化財保存整備および維持管理事業（単独）

　彦根市が所有する指定文化財を適切に維持管理しま
す。さらに、旧彦根藩松原下屋敷（お浜御殿）の蔵など
２棟に素屋根を設置します。

　彦根城能等開催事業
能舞台を活用した能や狂言会を開催し、博物館の認

知拡大や、能舞台の文化的価値を周知し、誘客の推進
を図ります。また、伝統芸能である「能」を体験する
ワークショップを開催します。

博物館特別展開催事業
文化施設総合管理事業
彦根城世界遺産登録準備事業
博物館企画展開催事業
文化功績者表彰事業

５，２３０万５千円

　　　　　　　　　

１，４７５万１千円

９７２万２千円

８１６万１千円
７５０万円

７３４万１千円
２７４万６千円
３８万７千円

▶︎
外
堀
土
塁
遺
構

▶︎
博
物
館
能
舞
台

◀︎
Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
東
口

ロ
ー
タ
リ
ー

　

平
成
27
年
度
は
、
各
自
治
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
地
域
の
要
望
事
項

を
確
認
す
る
べ
く
、
可
能
な
限
り

現
地
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
現
地

で
は
町
の
概
要
も
交
え
て
懸
案
や

要
望
事
項
を
説
明
い
た
だ
き
、
私

も
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
当
然
な
が
ら
全
て
の
要
望

に
一
度
で
答
え
を
出
す
こ
と
は
難

し
く
、
予
算
編
成
時
に
は
悩
み
深

ま
る
状
況
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
課
題
を

解
決
し
た
い
」
そ
の
気
持
ち
を
職

員
全
員
が
共
有
し
、
平
成
28
年
度

予
算
を
編
成
し
た
結
果
、
こ
れ
ま

で
に
無
い
積
極
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
積
極
予
算
を
組

む
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
過
去
数

年
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
財
政
事
情
が
好

転
し
て
き
た
た
め
で
す
。

　

今
後
も
国
体
関
連
事
業
や
図
書

館
建
設
、
遅
れ
て
い
る
道
路
や
下

水
道
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
等
大

規
模
な
事
業
も
控
え
る
中
、
適
切

な
財
政
運
営
の
下
、
丁
寧
に
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。


